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四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で
担
当

を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
旧

町
の
最
終
号
や
南
あ
わ
じ
市
の
創
刊

号
な
ど
五
年
六
か
月
、
六
十
六
回
に

わ
た
り
広
報
紙
の
発
行
に
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
途
切
れ
る
こ
と
な
く
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
始
め
の
頃

は
苦
痛
と
失
敗
の
連
続
の
写
真
撮
影

も
、
今
で
は
写
真
ク
ラ
ブ
に
参
加
し

て
市
内
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

水
質
検
査
計
画
の
公
表

広報 
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南
あ
わ
じ
市
で
は
、
皆
さ
ま
に

安
全
安
心
で
お
い
し
い
水
を
飲
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
河
川
な
ど

の
水
源
か
ら
浄
水
場
、
各
家
庭
の

蛇
口
に
至
る
ま
で
定
期
的
に
水
質

検
査
を
行
い
、
水
道
水
の
水
質
管

理
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

◆
あ
わ
じ
緑
化
推
進
交
流
会

　

花
壇
コ
ン
テ
ス
ト

（
３
月
18
日
、
三
原
川
河
川
公
園
。
５
月

６
日
ま
で
展
示
）

最
優
秀
賞
＝
堺
活
性
化
花
か
ん
ざ
し
（
洲

本
市
）、
優
秀
賞
＝
ゆ
め
あ
わ
じ
（
南
あ

わ
じ
市
）、
バ
ー
ベ
ナ
あ
わ
じ
南
あ
わ
じ

支
部
（
南
あ
わ
じ
市
）、
三
洋
電
機
㈱
洲

本
園
芸
ク
ラ
ブ
（
洲
本
市
）

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
あ
わ
じ

　

市
小
・
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
３
月
17
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

【
中
学
生
の
部
】
最
優
秀
賞
＝
山
家
梓

（
倭
文
）、
優
秀
賞
＝
丸
井
希
恵
（
沼
島
）、

道
上
希
美
（
辰
美
）、
佳
作
＝
丸
井
里
紗

（
沼
島
）、
三
宅
望
未
（
辰
美
）、
登
あ
や

奈
（
同
）、
増
本
佳
奈
（
南
淡
）、
肥
田

な
つ
み
（
同
）

【
小
学
生
の
部
】
最
優
秀
賞
＝
正
井
真
瑶

（
神
代
）、
優
秀
賞
＝
鈴
木
彩
莉
（
阿
万
）、

入
谷
圭
亮
（
神
代
）、
佳
作
＝
里
深
瑞
希

（
湊
）
坂
東
雄
斗
（
同
）、
中
元
康
智
（
沼

島
）、西
中
彩
（
松
帆
）、原
口
亜
祐
美
（
神

代
）、阿
部
莉
奈
（
阿
万
）、川
口
紋
佳
（
賀

集
）、
島
田
翔
太
（
同
）

◆
サ
ン
ち
ゃ
ん
カ
ッ
プ
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
大
会

　
（
３
月
18
・
19
日
、
三
原
健
康
広
場
他
）

【
１
部
】
①
福
音
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
愛
媛
県
）
②

喜
来
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
徳
島
県
）
③
市
少
女
Ｖ

Ｃ
（
南
あ
わ
じ
市
）、
見
能
林
オ
レ
ン
ジ

ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
（
徳
島
県
）

【
２
部
】
①
う
し
お
少
女
Ｖ
Ｃ
（
洲
本
市
）

②
坂
出
府
中
Ｊ
Ｖ
Ｓ
少
年
団
（
香
川
県
）

③
阿
波
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
徳
島
県
）、
榎
列
少
女

Ｖ
Ｃ
（
南
あ
わ
じ
市
）

【
３
部
】
①
岩
屋
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
淡
路
市
）
②

尾
崎
少
女
Ｖ
Ｃ（
同
）
③
福
良
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
南

あ
わ
じ
市
）、田
中
Ｖ
Ｓ
少
年
団（
香
川
県
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ダ
ブ
ル
ス
大
会

　
（
３
月
18
日
、
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
Ａ
ク
ラ
ス
】
①
新
宮
栄
造
・
桑
島
孝
弘

②
船
木
茂
浩
・
土
井
孝
行

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】
①
斉
藤
穣
・
北
内
真
理
子

②
済
藤
行
雄
・
増
本
吉
時

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】
①
増
本
洋
子
・
木
下
裕
子

②
丸
田
美
代
子
・
阿
部
実
加

下
水
道
事
業
の
中
期
経
営
計
画
を
策
定

下
水
道
整
備
に
よ
る

借
金
が
２
４
５
億
円
に

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成

３
年
度
に
着
手
。
12
年
度
〜
16
年

度
に
か
け
て
は
、
各
地
区
で
集
中

的
に
建
設
し
、
生
活
排
水
処
理
率

が
51
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
借
金
残
高
は
約

２
４
５
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
汚
水
の
１
㎥
当
た
り
の

処
理
費
用
は
約
千
円
（
維
持
管
理

費
と
投
資
に
か
か
る
借
金
返
済
を

含
む
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
使
用

料
単
価
は
約
１
４
０
円
で
あ
り
、

そ
の
差
額
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
（
公
費
）
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
の
課
題

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

次
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
処
理
費
用
に
対
し
て
使
用
料
収

入
が
低
水
準
で
あ
る
こ
と

②
整
備
費
用
に
充
て
た
公
債
費

（
借
金
）
の
増
加

③
下
水
道
の
接
続
率
が
低
い
こ
と

④
市
民
に
対
す
る
下
水
道
事
業
の

理
解
へ
の
努
力
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と

今
後
の
取
り
組
み

　

下
水
道
事
業
は
使
用
料
に
よ
り

事
業
の
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
半
の
経
費
を

公
費
で
確
保
し
て
い
る
現
在
の
状

況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
次
の
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
課
題
を
ま
と
め
た
上
で
、
今

後
の
経
営
の
基
本
方
針
と
い
う
べ
き
「
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
、
南

あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①
増
収
へ
の
取
り
組
み

　

未
接
続
の
世
帯
に
対
し
、
戸
別

訪
問
す
る
な
ど
、
接
続
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
使

用
料
に
つ
い
て
も
現
行
の
体
系
を

見
直
し
て
い
き
ま
す
。

②
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み

中期経営計画　収支と経営指標　
目標項目

17年度末
（現　状）

22年度末
（目　標）

接続戸数
（接続率※）

3,073戸
（18.2%）

6,535戸
（38.8%）

使用料
（使用料単価）

9,468万円
（142.6 円）

2億 6,430万円
（160.0 円）

処理経費
（処理原価）

7億 1,125万円
（1,071.3 円）

13億 7,728万円
（833.9 円）

う
ち
維持管理費 2億 6,115万円 3億 1,179万円
公債費 4億 5,010万円 10億 6,549万円

借金残高
(市民 1人あたり )

245億 63万円
（45万円）

302億 675万円
（55万円）

  ※下水道区域の全体戸数（計画区域も含む）から見た接続率

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
公
表

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
政
に
関

す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
請
求
に
基
づ
い
て

開
示
す
る
制
度
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
と
と

も
に
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り

自
己
に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂

正
、
利
用
停
止
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

開
示
請
求
は
、
公
文
書
及
び
個

人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
行
う

ま
で
も
な
く
、
資
料
の
提
供
や
口

頭
で
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

法
令
な
ど
に
よ
り
開
示
で
き
な
い

情
報
も
あ
り
ま
す
。

　

市
の
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人

情
報
保
護
条
例
で
は
、
こ
れ
ら
の

実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
実
施

状
況
は
次
の
と
お
り
。

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　

20
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、
８

件
を
全
部
開
示
、
９
件
を
部
分
開

示
、３
件
を
不
開
示
と
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

　

２
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、
１

件
を
全
部
開
示
し
、
１
件
の
取
下

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

　

南
淡
路
広
域
農
道
（
通
称
オ

ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
）
で
、
４
月
６

日
に
神
代
喜
来
〜
神
代
国
衙
、

延
命
寺
前
ま
で
の
約
７
８
０
ｍ

の
区
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

同
道
路
は
洲
本
市
千
草
か
ら

南
あ
わ
じ
市
阿
万
ま
で
の
約

19
・
６
㎞
の
農
道
。
23
年
度
全

線
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
洲
本
土
地
改
良
事
務
所

　

☎
26
・
２
１
２
１

オニオンロード一部開通
（神代喜来～神代国衙）

越良池

カゴ池

汁谷池

市道浦壁三条線

龍護池

花岡池

馬乗捨川
至諭鶴羽ダム

至国道・青木交差点

健康広場

黒
道
公
会
堂

市
道
神
代
浦
壁
線

至
さ
ん
ゆ
〜
館

延命寺

未開通区間

オニオンロード

開通区間位置

開通区間

　

急
激
な
公
債
費
の

増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
整
備
事
業
費
を

で
き
る
限
り
抑
制
し

ま
す
。
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
も
、
民
間

委
託
な
ど
を
活
用
し

た
削
減
手
法
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

③
経
営
の
透
明
化
へ

の
取
り
組
み

　

市
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
下
水
道
事

業
に
お
い
て
重
要
視

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
の
株
式
会
社
と

同
じ
経
理
方
式
で
あ
る
企
業
会
計

へ
平
成
21
年
度
を
目
標
に
移
行
し

ま
す
。
ま
た
、
財
務
内
容
の
公
表

及
び
下
水
道
事
業
審
議
会（
仮
称
）

を
創
設
し
、
情
報
公
開
に
努
め
ま

す
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

　

こ
の
水
質
検
査
を
「
ど
の
場
所

で
」「
ど
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い

て
」「
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
」

行
う
か
を
記
し
た
も
の
が
水
質
検

査
計
画
で
す
。
そ
の
計
画
は
、
法

令
の
定
め
に
よ
り
検
査
計
画
の
策

定
と
利
用
者
に
対
し
て
の
公
表
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
毎
年
策
定
し
、
水
道
課
窓

口
で
公
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
19
年
度
か
ら
は
水
質
検
査
計
画

を
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
と
南
あ
わ

じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
水
道
課
☎
50
・
３
０
３
８

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会

　
（
４
月
１
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
１
部
】
①
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ
②
淡

路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
③
ア
グ
リ
淡
路
Ａ
、
ア
グ
リ

淡
路
Ｃ

【
団
体
戦
２
部
】
①
フ
レ
ン
ズ
②
ア
グ
リ

淡
路
Ｂ
③
西
淡
ク
ラ
ブ
、
三
原
高
校
Ａ

【
団
体
戦
３
部
】
①
か
な
た
チ
ー
ム
②
三

原
高
校
Ｃ
③
東
浦
ク
ラ
ブ
Ｄ
、
洲
本
実

業
高
校
Ｃ

【
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
】
①
森
・
岡
本
（
東

浦
ク
ラ
ブ
）
②
白
水
・
桑
島
（
淡
路
Ｔ

Ｔ
Ｃ
）
③
島
田
・
坂
恵
（
ア
グ
リ
淡
路
）、

顕
谷
・
大
河
内
（
東
浦
ク
ラ
ブ
）

◆
大
会
結
果
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

子育てファミリー・サポートくらぶ
　子育て中の保護者をサポート。子どもの一時預かり、保育所の送迎などを行います。
◆利用料：30分 300円（共通）　◆対象：０歳～６歳の子ども　※事前面談が必要
名 称 広 田 倭 文 ピッピー 八 木 おのころ 福良
活動場所 緑公民館 倭文支所 働く婦人の家 八木公民館 榎列公民館 児童館

利用時間
月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
18:00

月～金
8:00～
19:00

月～金
8:00～
19:00

月～金
8:00～
18:00

申 込 先
原田よし子
☎ 45-0766

平池啓子
☎ 46-0030

松本英子
☎ 42-1024

増田利子
☎ 42-2314

高野春栄
☎ 42-3421

松坂美恵子
☎ 52-1369

　子育て中の保護者をサポート。子どもの一時預かり、保育所の送迎などを行います。

▲あわじ緑化推進交流会花壇コンテスト




